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社会保障制度の充実のためにも、税金は使われています。

　社会保障関係費は、国の歳出総額でも特に高い割合を占めています。なかでも、年金の支払い、
医療費や介護給付費にこの予算全体の約8割が使われています。

　民生費は、少子高齢化への対応など、県民にとって、より安心で暮らしやすい社会をつくるため
に使われています。

総額　3,732億円

（障がい者の生活を助けるために）

（県民のよりよい生活のために）

その他

民生費
3,732億円

1,278億円（34.2％）

児童福祉費

（高齢者の生活を
　　　　助けるために）

950億円 （25.5％）

社会福祉費
179億円（4.8％）

94億円（2.6％）

老人福祉費

1,229億円（32.9％）
（子どもの成長のために）

障害福祉費

（障がい者の生活を助けるために）

（雇用を維持するための助成や
失業した人の生活を助けるために）（子ども・子育てのために）

（病気の予防や救急医療のために）

社会保障関係費
38兆2,938億円 29兆7,558億円

（77.7％）

年金医療介護給付費

（年金の支払い、医療費、
　　　介護給付のために）

生活扶助等社会福祉費
4兆5,275億円（11.8％）

少子化対策費
3兆5,213円（9.2％）

保健衛生対策費
4,434億円（1.2％）

雇用労災対策費
458億円（0.1％）

国の社会保障関係費

神奈川県の民生費（福祉関係費）

（令和7年度当初予算）

（令和7年度当初予算）

総額　38兆2,938億円

33.2％

国の
歳出

16.8％

県の
歳出

この内訳を
見てみましょう。

この内訳を
見てみましょう。

◆ 社会保障に使われる税金
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注：令和4年度まで…「社会保障費用統計（令和4年度）」
　 令和7年度…「社会保障に係る費用の将来推計について《改定後（平成24年3月）》（給付費の見直し）」

昭和60 平成7 平成17 令和4 令和7
（推計）

医療

社会保障給付費の推移

福祉その他

2.22.2
5.7
3.9

4.54.5


